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高品質な畳を低コストで提供

ΦϦδφϧ৞をల։
さまざまなバリエーションの畳やふすまを製造・

販売している。畳では通常製品以外に人工カラー畳や
琉球風畳などを展開している。また、熊本県八代の
契約農場で７年間の研究開発を経て完成させたオリ
ジナル高級畳「夢豊」や、伊藤園と共同開発した茶がら
を使った抗菌性の高い「利休たたみ」を製造している。

࣌୅ʹ߹ͬͨ৞を։ൃ
同社は昭和３２年に創業、平成３年に株式会社

として設立された。販売先の約８０％はハウスメー
カーや工務店、リフォーム会社、建築材料関係の卸
業者で、約１５０社と取引している。残りの約２０％が
ホームページや口コミによる一般の顧客で、住宅や
宿泊施設、学校施設などのリフォーム需要が中心
だ。伝統にとらわれすぎず、新しい機能を付与した
畳を開発・製造することで新規ユーザーの開拓を
進めている。

事業内容

հޢɾॊಓٕڝ༻్ͷ৞
介護用途の畳や、「柔道部物語」という柔道競技用途

の畳を量産できる設備の導入を図った。これらの畳の
特徴は畳の表面と裏面にある。表面は一定の摩擦係数
を持たせるため、表面の塩ビ樹脂シートへのパターン
印字を通常の畳よりも深くし、滑りにくくすることが
できる。また、裏面には多数の穴が空け、衝撃を吸収
する効果を持たせている。

ಛผ༷࢓ͷઃඋ
表面のパターン印字では通常の畳に使用する金型を

使ってプレス加工してきた。ただ、この場合、パターン印字
を深くすると、通常の畳を生産する場合と比べて６倍の時間
を要していた。また裏面の穴も職人が電動ドリルで１つずつ
穴を空けていたので、膨大な時間がかかっていた。介護・
柔道競技用途畳を普及させるためにも量産可能な生産体制
を構築する必要があり、表面に深い溝を作成できる専用の
金型と、裏面に穴を空ける特注の機械を導入することにした。

補助事業

ࣗಈԽʹΑΔ௿ίετੜ࢈をୡ੒
介護・柔道競技用途畳の生産工程において、畳の

表面に対するパターン印字の効率化、裏面に対する穴
あけ工程の全自動化を達成することができた。コストに
ついては同社従来比で穴あけ工程が１５分の１、パターン
印字が６分の１に縮減することができた。全体的に見て
も約４０％の製造コストカットにつなげることができ
た。手作業に頼る部分が多かった工程に専用の設備
を導入したことで、短納期で高品質、低コストの介護・
柔道競技用途畳を製造することが可能となった。

հࢪޢઃ΍ֶߍ΁ͷ֦ൢをਐΊΔ
低コストで介護・柔道競技用途畳を生産することが

できたことで、介護施設や学校などへの拡販を進め
やすくなった。同社の介護・柔道競技用途畳には抗
菌加工も施しており、清潔、安全かつ低価格な畳を
提供できる体制が整った。中学校では武道必修化に
より柔道の授業が多く行われている。ただ柔道場が
ない学校では体育館に通常の柔道畳を敷き詰めて
行われており、投げられた際の身体への衝撃が大きい。
「柔道部物語」は価格面がネックだったが、今後は

低価格で生徒がダメージを受けにくい「柔道部物語」
を公立学校に提案することができる。

具体的成果

఻౷ʹͱΒΘΕͳ͍
畳は２０年前と比較して３分の１の需要になって

いる。厳しい市場環境で廃業や事業を縮小する畳
業者も多い。一方で、畳は日本文化を象徴するもの
で、ホテルや旅館などではインバウンド需要なども
あり見直されている。

伝統の枠にとらわれず、時代の要請に合わせて、
畳だけでなく、ふすまや障子の開発も進めていく。
これら３点セットでハウスメーカーへの提案活動も
強化しながら全国展開を図っていく。

ਓ޻৞ͷੜ֦࢈େ
具体的な戦略では、使用用途、使用施設、利用者

に合わせた高性能な人工畳の開発を進めていく。
今回の補助事業で導入した設備により人工畳を低
コストで提供することができる。畳の需要は全日本
畳工業組合の調査によると年間約１，２００万畳。
そのうち人工畳の需要は１６０万畳で、人工畳は今後
も増加していくと見込まれる。

高品質で低コストの人工畳を提供できることで、
天候に左右されやすく、生産者が減少している天然
イ草の代替品としての人工畳も安定供給できるよう
になった。

今後の戦略

補助事業で量産できた畳の裏面
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http://www.tabata-ya.com/

新しい商品を開発することで、従業員に夢を
与えることができます。補助事業の成果を
生かしながら、高品質な畳の開発を通して、
畳そのものの位置付けも上げていきたいと
思います。

畳の地位向上を図っていきたい
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